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全村避難が続く村内では、除染と並行して、屋内片付けごみの収集や
廃棄物減容化施設の建設、昇口舗装などが行われています。また、国
や県によるさまざまな実証実験や試験栽培も継続されており、今後の
除染事業や営農再開に必要な実験データが集積されています。
今号では以下の内容についてご報告します。屋

内
片
付
け
ご
み
の
収
集
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

環
境
省
は
現
在
、
一
時
帰
宅
や
屋

内
の
片
付
け
で
出
さ
れ
る
「
屋
内
片

付
け
ご
み
（
可
燃
ご
み
）」
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
集
し

た
ご
み
に
つ
い
て
は
、
佐
須
の
仮
置

場
に
集
め
、
分
別
後
に
、
小
宮
地
区

に
建
設
し
た
「
仮
設
焼
却
炉
」
で
焼

却
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
屋
内
片
付
け
ご
み
」

の
収
集
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
回
と

し
、
12
月
19
日
ま
で
行
い
ま
す
。
環

境
省
で
は
、
来
年
度
も
こ
の
収
集
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
日
程

等
詳
し
く
は
改
め
て
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、「
屋
内
の
燃
え
な
い
片
付
け

ご
み
」や「
屋
外
に
あ
る
残
置
物
」「
家

電
製
品
」
な
ど
も
、
来
年
度
、
収
集

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
準
備
が

整
い
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し

く
は
除
染
推
進
課
除
染
係
（
飯
舘
村

本
庁
☎
０
２
４
４

－

４
２

－
１
６
２

５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蕨平地区仮設焼却施設及び
仮設資材化施設の起工式

　

国
が
蕨
平
地
区
に
建
設
す
る
仮
設
焼

却
施
設
及
び
仮
設
資
材
化
施
設
の
起
工

式
が
、
10
月
23
日
に
現
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
廃
棄
物
を
焼
却
し
減
容
化
す
る

施
設
は
、
小
宮
地
区
の
ク
リ
ア
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
の
施
設
に
続
き
、
村
内
２

か
所
目
。
汚
染
土
壌
か
ら
放
射
性
物
質

を
分
離
し
、
再
生
し
た
土
を
資
材
化
す

る
「
仮
設
資
材
化
施
設
」
は
全
国
で
初

め
て
で
す
。
運
用
開
始
は
来
年
11
月
の

予
定
。
原
則
３
年
間
稼
働
し
た
後
に
解

体
さ
れ
ま
す
。

昇
口
舗
装
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

　

除
染
終
了
後
、
公
道
か
ら
自
宅
ま

で
の
生
活
道
路
（
昇
口
）
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
行
う
「
昇
口
舗
装

事
業
（
帰
還
再
生
生
活
道
路
整
備
事

業
）」
の
工
事
が
９
月
下
旬
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
除
染
の

進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
、
行
政
区
単

位
で
申
し
込
み
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
復
興
対

策
課
建
設
管
理
係
（
飯
舘
村
本
庁
舎

☎
０
２
４
４

－

４
２

－

１
６
２
４
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

二枚橋地区で行われた舗装工事のようす

屋
内
片
付
け
ご
み（
可
燃
ご
み
）の

収
集
の
よ
う
す

起工式での鍬入れのようす

平成26年度 村内で行われた
実証栽培、試験栽培の結果をお知らせします

・ 表中の「セシウム」とは放射性セシウム134（半減期2年）、同137（半減期30年）のことです。
・ 検出限界値は測定機の性能や、検査室の室温等に左右され、測定ごとに異なります。
・ ＮＤとは、「Not　Detected（未検出）」の意味で、検出限界値未満のことを言います。例えば「ND

＜14」とは、「検出限界値14ベクレル／キログラム以上の放射能は検出されず」の意味です。

　国・県・村が村内の除染後農地で米の実証栽培と野菜の試験栽培を行いました。国は草野・
小宮・八和木の３か所で米の実証栽培を、県と村は草野と二枚橋でそれぞれ野菜の試験栽培を
実施しました。
　これらの収穫物を検査した結果、全ての米・野菜について、一般食品中の放射性物質の基準
値（1キログラム当たり100ベクレル）を下回りました。なお、基準値は下回ったものの、放射
性セシウムが検出された大根の下部については、傷が多く土が付着していたためと考えられま
す。また、草野向押の実証田60ａのうち30ａでは、ため池からの水を使ってひとめぼれを栽
培しましたが、全袋（全量）検査をした結果、他の実証米と同様に検出限界値（1キログラム
当たり25ベクレル）未満でした。
　国が実証栽培した米は、環境省や消費者安全局で使用され、ＰＲイベント等でも無料配布さ
れる予定です。また、試験栽培された野菜は、検査用サンプルを除いて全量廃棄されました。
　食品放射能の分析結果は以下のとおりです。

収集ごみを焼却炉へ 小宮地区の仮設焼却炉の外観

平成26年度　実証栽培・試験栽培作物の食品放射能分析結果
（食品放射能の単位：ベクレル／キログラム）

品目 栽培場所 実施主体 食品放射能
（カッコ内は検出限界値） 実証内容

米 草 野 字 向 押
国

検出されず　（ND<25）
セシウムの吸収抑制対策
( カリウム施肥 )米 小宮字仲ノ内 検出されず　（ND<25）

もち米 飯樋字八和木 検出されず　（ND<25）

ブロッコリー 二枚橋字本町 県
11月20日までの調査では、
花蕾から放射性セシウムは
検出されませんでした。

セシウムの吸収量、地力・
収量調査

キュウリ

草 野 字 向 押 村

検出されず　（ND<14）

セシウムの吸収量の経年
調査、地力・収量調査

ジャガイモ 検出されず　（ND<10）
サツマイモ 検出されず　（ND<  9）
インゲン 検出されず　（ND<17）

ミニトマト 検出されず　（ND<10）
白菜 検出されず　（ND<17）

キャベツ 検出されず　（ND<16）
大根（葉） 検出されず　（ND<11）

大根（上部） 検出されず　（ND<10）
大根（中部） 検出されず　（ND< 7）
大根（下部） 18.8 ± 6.2 （　 8）

じ
ょ
う
ぐ
ち


